
社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会 74-5700 第161回

12広報かんら／2020.12.1 広報かんら／2020.12.113

■ 問い合わせ　
 　社会福祉協議会　☎74-5700
 　地域包括支援センター　☎67-7655

長寿の里・秋畑協議体「地域づくり勉強会」開催

高齢者生活支援サービス高齢者生活支援サービス　
～かんら支え愛隊がお手伝いします～～かんら支え愛隊がお手伝いします～

　10月７・14・21日の３日間、町文化会館で手
話教室を開催し、小学生から70歳代までの16人
が参加しました。
　富岡市聴覚障害者福祉協会より手話部会長の
土筆信幸さん(白倉在住)、群馬県手話通訳派遣
事務所より手話通訳士の松本みどりさんをそれ
ぞれ講師に迎え、分かりやすく丁寧なご指導を
いただきました。
　講義では、耳の不自由な人（ろう者、難聴者、
中途失聴者）がどのような悩みを抱えて困ってい
るのか、どんなコミュニケーションツールがある
のか、通訳者を必要とする場面はどんなときか、
などの説明がありました。
　　

　　
　初めて手話を学ぶ受講生が多く、手の向きや
指の形など苦労する場面もありましたが、「由来
のある表現方法や手指の動きを知ることで理解
できた」、「手話を見ながらの講義で良かった」、
「気軽に質問できた」など、好評をいただきまし
た。
　短期間での開催でしたが、受講した皆さんが
自己紹介までできるようになり、また、講義中に
真剣に耳を傾ける姿、覚えたての手話を実演す
る様子から、聴覚障害者のことを理解し、少し
でも役に立ちたいという皆さんの熱意が伝わる
講座となりました。
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　買い物に行けない、ゴミ出しができない、掃除を誰かに手伝っ
てほしいなど、生活支援サポーター（かんら支え愛隊）の支援によ
り、高齢者の見守りや孤独感の解消を図り、住み慣れた地域での
生活を支えます。

対 象 者
●65歳以上のみの世帯
● 生活支援サービスが必要と認められる事業対象者・
要支援認定者

支援内容
・衣類の洗濯、補修　　・住居などの掃除、整理整頓
・生活必需品の買い物　・ゴミ出し
・そのほか必要な家事

利 用 料
・生活必需品の買い物　１回　　100円
・ゴミ出し　　　　　　１月　　200円
・そのほかの家事　　　１時間　200円

※ 社会福祉協議会では、生活支援
サポーターを募集しています。
支援できる方は下記までご連絡
ください。

ミニデイサービス ～いきいきクラブ～ ミニデイサービス ～いきいきクラブ～ 

事業内容

　65歳以上の人を対象に町が実施する基本チェックリストなどに
より、参加が望ましいと決定された高齢者が毎週木曜日に通って
います。健康チェック、運動器や口腔機能の向上事業、手芸や脳
トレなどレクリエーションを行い、介護予防に取り組んでいます。

基　本
サービス

・相談および助言　・健康状態の把握　・機能訓練
・身体介護　・送迎サービス　・給食サービス

料　金 利用料…1回につき300円　食事代…1回につき600円

手話教室「手話で話してみよう！」開催
「長寿の里・秋畑協議体」（黛 哲夫代表）の
地域づくり勉強会が10月20日に秋畑地域交流
センターで開催され、秋畑地域の５年先、10年
先を考える機会に構成員20人が出席しました。

高齢者の現状と介護保険制度高齢者の現状と介護保険制度
　町健康課介護保険係職員から、介護保険の現
状とこれからの高齢者生活支援、制度を活用し
た新たな互助について説明がありました。

地域支え合い活動の事例紹介地域支え合い活動の事例紹介

　続いて、安中市社会福祉協議会の岡本裕介さ
んより、地域支え合い（ちいき生活応援隊）活動に
ついて秋畑に似た地域の事例が紹介されました。
　自らが暮らす地域で生きがいを見つけ、助け
合い支え合う仕組みを掘り出し、活動し、そこ
に暮らす人々を地域全体で見守ることが重要で
あるなど、協議体活動の方向性や住民主体の生
活支援について認識を深めました。勉強会に参加した構成員の皆さん
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第１講座 果物、スポーツ、食べ物など形や動きの特徴を捉えた表現、日常で
よく使うあいさつ、50音の指文字

第２講座 指文字、自分の名前の表し方（手話、指文字、空書）、自己紹介の演習、
０から10までの数の表し方

第３講座 自己紹介、数字や時間の表し方、年号、生年月日、金額、時刻など
の表し方

■ 各講座内容は次のとおりです。

群馬ヤクルト販売株式会社の管理栄
養士による健康教室
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